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母子への支援の基本的考え「関係発達支援」

これまでさまざまな駆例をとおして解説してきたように，乳幼児期にみられる｢子ど

もと養育者とのあいだ｣にかかわり合いの難しさが生まれる最大の要因は，子どもにみ

られる｢甘え｣のアンビバレンス(相手を求めたい気持ちがあるにもかかわらず，実際に

は回避してしまうこと)と，それと結びついて表れる養育者の側の｢子どもにかかわるの

が難しい｣という戸惑いや困惑，焦燥感であると筆者は考えている。それゆえ，臨床の

要となるのは，このアンビバレンスを緩和するようにはたらきかけることと，養育者の

側の負の感情および負のかかわりを軽減していくことである。言い換えれば両者のあ

いだに生まれた負の循環(悪循環)を断ち切ることである。アンビバレンスを緩和するは

たらきかけの中心は，それまでの養育者による過干渉的な対応をできるだけ控え，子ど

もの関心の向かうところをていねいに受け止め，それに呼応していくことである。

このような対応が功を奏すると,子どもの｢甘え｣が前面に表れやすくなり,その結果，

子どもの気持ちの動きを掴みやすくなる。子どもの気持ちが養育者に掴みやすくなるこ

とによって，養育者も子どもの気持ちを受け止めることが比較的容易になり，当初の，

かかわりが難しいという感じが薄れ，好循環が生まれる端緒が切り拓かれる。そのなか

で子どもに少しずつ安心感が育まれていくようになると，子どもは外界に対して好奇心

をもち始め，積極的に外界との関係をもつようになる。

子どものそうした生き生きとした肯定的な姿は養育者の大きな喜びとなり，養育者の

前向きな育児姿勢を強めて，子どもとのあいだで何かを共有しよう，子どもの気持ちに

添おうという姿勢が生まれやすくなる。こうして好循環が本格的に巡り始めると｢甘え」

はさらに強まっていくが，それとともに子どもの側にさまざまな表現意欲が湧き，それ

を養育者と分かち合うことが大きな喜びとなっていく。このような母子関係の変化をと

おして，母子ともに互いを心底理解することができるようになる。その結果，母子双方

に基本的信頼感が生まれていくのである。

筆者はこのような母子関係への支援を｢関係発達支援|とよんでいる。

沙⑦

砦-書『電
闇膝

小林隆児KobGyasi'iRyuii大砿大学人間学部臨床心理学科教授くじらホスピタル

零-ノ

949

、

小児清護．３３(7)：949,-953.2010



事例：Ｏ男(初診時３歳６カ月)について
親子に対して試みた母子関係修復プログラム

初診時にみられたＯﾘjのアンビバレンスに対して，Ｗｆは面接

場面で具体的に取り上げながら解説した(本誌６月号参照)。実際

の母子分離場而では一見何も反応がないかのように見えたが，隊

子再会の場而で，（)男が厭親の膝の上に恐る恐る乗った際に.深

い｢溜め息｣をついたことから，Ｏ男の強い安堵感がjlLてとれた。

この反応をとおして，Ｏ男が母親をいかに強く求めているかが母

親にも実感できるようになったことで,母親のＯ男に対する見方．

かかわり方は大きな変化を見せ始めた。

初診からわずか１カ月で，Ｏ男は母親に対してはっきりと｢１１．

える｣ようになるとともに.さまざまな行動の意図も母親にはわ

かりやすいものになった。この好循環の芽生えを確かなものにし

ていくために‘釧端は２泊３１･Iの刺Ⅲ入院による縦f関係修復プ

ログラムを提案した。母親は強く希望し，さっそく入院すること

になった。このプログラムは冒頭で述べた｢関係発達支援｣の考え

方に基づいて企画されたものである。

母子関係修復プログラムについて

２泊３日食餌Ii:付(朝昼夕，各２回)で．子どもには子ども向けの

メニューを提供した。

１日目：午後１時入院。筆者と遊戯室で母子面接(１時間)，そ

の後・ほかのスタッフ〔作業療法士(OT)，臨床心理土

（cP)各１箱〕による１４１己紹介と懇談(茶菜子付.，時間)。

夕食後は白山(遊戯室を提供）

２日目：午前．朝食後に母親には｢アロマ＆リラクゼーション

（ＯＴ担当，１時間)．子どもには，遊びを取り入れな

がらの心理検従ないし心理的評価(cP担当，，時,11,）

を行う

昼食後，親子共何での遊びと団らん(茶巣二Ｈｊ.，１時

間)．その後，全貝での話し合い(，時間)，母親への

アダルト・アタッチメント・インタビュー(AAI)画を

実施(筆者担当，１時間～１時側半）

夕食後は自由(遊戯室を提供）

３日月：午前，朝食後に華粁と総括而接(１時Ⅲ）

品食を狐I)プログラム終了

短期入院での経過

●１日目午後：碓戯電での母子面接

jIt初．部股でＯ'１，が'1呼をしているときにはのびのびと遊ん

でいた。そこに祉親と蛾者が人壊。吐親を兄ると‘すぐにうれし

そうな膜応を見せ，Ｉﾘ親のそばに寄って．背にもたれかかり．寄

りかかってリラックスした鍬1111気になった。しかし．それは良く

統かず，すぐに起き上がりﾘﾘjき始める。飛者がそばにいることで

O男は気を使うのか.落ち蒲かず.すぐにけ親から離れてしまう。

まだ他考がいるとすぐに反応し，自分の欲求を抑えて，Ｉｉ'1避的反

応が』載れやすいことがわかる。

雌親もfi端との識に夢中になり始める。般近家庭で気づいたこ

とについて話を聞いていくと．母親は子どもに対して雌かな手応

えを感じ始めていることが伝わってくる。それでもまだ母親の気

力銀りつめている印象はぬぐえず，ぴりぴりした感じが縦粁には

伝わってくる。どこか近づき難い感じを抱かせる。そんな母親に

対して，Ｏ男はさり気なく母親

を読んでくれと．(I:草で要求す為

の膝の上に乗って．手にした絵本

黙ってじっ｡雌親が賊んでやあと‘

わせる態庇であるｃ

パランスポールの

とⅢいている｡本』'1に絵本を;班みたいのだと忠

しばらくしてから‘身体辿m1lに誘ってみた。

上に乗ったまま立ち上がり，維鈴ｳ設えつつ、

もらう。次に，ポールにI唾いにさせて捕ら’

上に乗ったまま立ち上がり，維鈴ｳ設えつつも母親にも手伝って

もらう。次に，ポールに１１唾いにさせて梱らしてやると，佃れを

怖がらず，楽しそうに灰応している。余分な緊眼もなく，全身を

他者に委ねて揺れるのを楽しんでいる。あまりにも心地よさそう

にしていたので．２０分くらい母親と誰老は汗だくになってつき

合った。Ｏ男の妥求に対してf蝿は柔秋に'1V応することができる

ようになり，それに伴って，Ｏ男も猷親に身を委ねること力､'J､能

になってきたことがうかがわれる変化である。アンピバレンスが

急速に緩和してきたことがわかる。

注：AAIは半構造化された而接法で．子どものころの親子、の経験が，

いまの凹分にどのような影櫛を及ぼしているかを掘り返ってもらうこと

で.現時‘噸での隙験将のこころのなかでの親子のアタッチメントにかか

わる質を評価するものである。両親についての回想では．両親の人物側

ではなく．両製との関係そのものに撫点を当てて‘「できるだけ小さいこ

ろから始めて，お母さん(お父さん)との側係を喪すような形容岡やこと

ばなどを５つあげてください｣と尋ねている．僻柵については水巡載の鮒

３．４同(32慾．３．４り｡、2009)を拳照のこと。
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、２日目午前：ＯＴによるアロマ＆リラクゼーション

この時間柵ま，ｕ頃多忙で気苦労の多い母親に，１１常からの解

放をねらって設けたものである。まずＯＴは母親に対してスト

レッチ迎動やマッサージを施しながら全身の緊張をほぐしてい

く。ここでもＯ男はI卿↓と雌れて過ごすことはできないので’１耽

親のそばでほかのスタッフが相手をしながら共に過ごすことに

なった。そこでわれわれの予期せぬ驚くべきことが起こった。そ

れは以下のようなエピソードである。

ＯＴが少しずつ〃親の身体をほぐしていくと，母親の顔の血色

がよくなり,みるみるリラックスしてきたのがわかった｡そこで，

バランスポールを使って1V:親に身体をポールに預けるようにして

リラックスしてもらうことにした。Ｏ男はそんなI郷↓の礎を),Lて

いて，Ｒ分もそばにあった小さなポールを使ってl‘1じょうにやり

始めた。つぎに，母親が仰向けになって床に臥せ，身体を伸ばし

てゆったりした途端に，Ｏ男は母親に寄っていき，両足を伸ばし

ている母親の股間に分け入って，内分も何じょうに棚になって仰

向けの姿勢になり．厭規に全身をべったりくっつけたのである。

母親が心底リラックスすることによって．ｏ男は急辿に母親に

接近しやすくなったのであろう。それがこのような行動となって

示されている。これほどまでに()ﾘjの剛･え｣がストレー1､にⅡ似

したことで‘われわれのみならず,母親も確かな手応えを感じ取っ

たことだと思う。これをきっかけとして，以後ｏ男は母親にべっ

たりくっついて過ごすようになった。母子関係は劇的な深まりを

兄せるようになったのである。

④２日目午後：AAl実施

Ｏ男は母親の膝の上に乗って机に附せるようにして，おとなし

く座っている。ＩＵ:親のﾙｻをlHlきながら､而接を遮るようなことは

まったくしないで‘途'1Jからいつの間にか入眠してしまった。猷

親に抱かれることで心底安心していることを感じさせる。

ＡＡｌからみた母親の両親像

自分の母親との関係について尋ねると,かなりの時|川がかかり，

やっと反応が返ってきた。以ド‘ｊ恥的なことばとそれにまつわ

る具体的な思い川洲＃られている。ただし，４つしか杵えられて

いない。

「先生と生徒，あるいは師弟関係｣<常にこうしなさい．ああし

なさいと言われていた。だから私は｢～ねばならないという思い

■

が強い｡怠けることへの強い罪悪感がある。いつも叱られていた〉

「女子寮の先蝋と後輩｣<女性の機微がＩI:いにわかるが，たまに

は嫉妬も汎じる｡鰍は女っぽいなと思う｡私は娘なのに娘でない。

妹へのライバル柵にも似ている〉

「迩命共同体｣<il1学生のときに雌親に商われた。それがI:j分に

刷り込まれたように思う｡とにかく何邸も分かち合うような関係。

つらいことも帯しいことも互いに吐露して歩むという関係〉

「母の分身｣<111分の子どもではなく、自分のコピー．自分のミ

ニチュアのような作庄をつくりたかったのではないかと思う。多

感な中学生・尚佼ﾉk時代，多少は反発もしたけど，しきれていな

い〉

一方，父親との|H1係については，慨剃のjﾙ合よりもすんなりと

IiiI答した。

「子煩悩｣<熱が出たとき．そばにずっといて手を握ってくれて

いた。どこかに行きたいとき．切符を買ってくれた。高校生のこ

ろまで足の爪を切ってくれた。小学２年まで一紺に胤協に入って

いた〉

「やさしかった｣<中学生のとき，となり町の私立に通っていた

が，遅れると'11Kで送ってくれた〉

「先回りして，布石を打ってくれた｣<大学人学時，蹄:１．を取り

寄せてくれた。嘘にも予約してくれた〉

「感情を表に出さない｣<怒らない人。夫蝿げんかを見たことが

ない。母は怒っても父は笑っていた〉

以上の内容から．自分の隊親に対してはアタッチメントをめ

ぐってかなりの樫梢を感じさせてはいるが．瓦いの緋は深いもの

が感じられた。さらに父親によってしっかりと受け止められてき

たことによって，ＩｌＩｌｊ肌に対する強い儒緬嘘が鵬じられた。家族全

体としてもまとまりあゐものであったと恩われあ。

蝦後のほうの鈍間で｢子どもの将来について希望を３つあげて

ください｣と尋ねると,<白なしていてほしい｡やさしい大人になっ

てほしい｡遇しくなってほしい>と答え.｢あなたI‘1身が子どもだっ

たころから学んだことは何か｣という質問に対して．〈しつけから

始まり，リラックスして中身を充実させるより，社会的振る舞い

を身につけさせられた。こうすれば叱られなかったと思うことが

多い>･I|職の州Ｉ｢I･どもに学んでほしいことは(１１か｣に対して，

<人に対すあ思いやり．鍵怖，人に対するやさしさ>と結び.全体

をとおして，鮒に一貫性があり，情緒的にも動描することなく語

ることができている。安定自律型と判断できる内容である。
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、３日目午前：総括面接

この期間中の出来１１を振り返って確認する作業を行ったが，雌

親の満足度は極めて向く’１蹄関係の大きな変化を実感できた３

１．ilIlIであった。Ｏ男の｢１１･え｣は何のためらいもなく炎現でき愚よ
うになっている。

、第５回

退院後１週1111.入院時に遊んでいたラウンジの遊戯スペース(写
真１）を好むようになった。それまで使用していた遊戯顎に入る

のを｢述う，ここじゃない，あっち｣とでも言うようにして，拒否

し、ラウンジに行くように強くI‘１Ｊ･ｉｆ張するようになった。入院

中にI敬子で過ごした州仰の空|川が，ことのほか気に入ったのであ

ろう。家庭では，常''１行動．パニックはまったく消失した。渡る

とき．これまで母親に対して背を向けていたが，退院後は母親の

ほうにべったりくっつくようになった。祖母が相手をしようとす

るとはっきりといやがるようになった。家庭でi阻められた劇的な
変化が次の11記にもﾉされている。

①母親の日記より

今1.1は紫哨らしいことがありました。

朝,保育園に行くとき，「ママ１１｣と声をかけてきたので，

振り向くと，（私のほうをしっかりと見ながら)｢パーシー(機

関屯トーマスの仲INI)｣と宙うので，内‘C蛸し<，筋きながら

も，「ベッドに行ってごらん。たぶんあるよ｣と杵え,－紺に

ベッドルームに行くと，パーシーのミニ列車をすぐにｎ分で

見つけて，それを手に持ってうれしそうに小走りで玄llllにｌｈｌ
かっていました。

このとき，私と視線を合わせて｢パーシー｣と恥ねてきたと

きのＯ男の姿は‘とても印象に残る出来事で，忘れられない

ものになるのではないかと思うほどです。いままで．大安売
りのように｢ママＩ」を辿呼して．内分の要求を通すことがほ

とんどだったので‘こちらにわかるように尋ねてきたことに
とても驚きました。

入院のときもそうでしたが，子どもの気持ちに寄り添い，

受け止めるという‘戦味がこの川米ﾘＩからも，爽感としてよく
わかるようになってきました。

ここ２日間ほど入服時に通気を消すと｢ママ１いや－１」

と言います。そこで‘ベッドサイドのライトをつけたまま渡
ています。これも、己主根の表れのひとつかと思って受け止

写真１病棟のラウンジに設置された遊戯スペース

めています。

今ＨはIIIIMnで,家業である工場の仕ﾘl:も忙しかったので

保育間に蔽けました。ｆ帥が終わり．夕〃ｏ男を迎えて:'二場

に帰ると．サーッと私から離れて祖父の膝に座り，好きなテ

レビを兄始めました。夕飯の時間もそっちのけで見ていまし

たが’おなかが空き始め焔と,いつもの内分の怖子ではなく、

食.!;〔にいる私の膝の上に来て，べたべたふざけながらご飯を

食べました。その後，一緒にテレビを兄ていたのですが，途

中で私がその場を立ち去ると．「ママ１ママ！」と走ってき

て引き止めました。工場の中で璃を追うということをこんな

にはっきりとした行動で示したのは初めてかもしれません。

保育剛の先生からも‘蛾近．園での様子力沙し変わったと
聞きました。

Ｏ男は保帝|:さんのⅡから見ても，手のかかる了．ではな

かったらしいのです菰今ロは剛内の緬亀を:iItねて積み上げ

たところへ行き椅子をガタガタと揺すって落とそうとした

り．赤ちゃん返りしているような注意を引く行動をとったそ

うです。自分を災出してきた証のrlI･え｣かなと思います。雌

近，Ｏ男が11.えて乱暴になるのは，比岐的子どもたちの出席
率が高い平11です。１人の保育胃1対２～３人の剛児たちで過

ごす土日のWiかな||は保育士さんの指ﾙﾐにもきちんと応える

そうです。辿っている保帝剛は，私､Xのこじんまりしたとこ

ろなので，｜M児数も十数濡で，保育士さんが６人います。保

育士さんはみんな私たちの調蘭をご存じなので．保育士さん

のほうから．Ｏｊ〃の表現に対して細かく応えられるゆとりが
あるため．要求があればなんでもどうぞと【.rってください主
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す。

普段Ｏﾘjと蛾叶をともにしている鰍帆としては｢||･え｣が出

てきて蝋しいのですが，対社会ということを鞍えると，どう

しつけたらよいか.一歩外に出たときにどう対処したらよい

か，もどかしくなり，わからなくなります。Ｏﾘjの行動によ

る自己表現を，筒.紫を添えて受け入れた後，胤吹よく説明す

ることも必要かなといまは思っています。でもなかなか難し

い問題です。

この１迦間の間に｣,,』られた多くの印象的なエピソードは．Ｏ男

がそのときの自分の気持ちを滞種にわかりやすく表現しているこ

とを如実に示している。とりわけ．Ｏﾘjが心細さを感じて．それ

をしっかりと母親に主弧することができるようになったのは，そ

れを受け止めてもらったという心地よい体験があったからにほか

ならない。その蒋祇が厭親に対する揺るぎない僧撒感を生んでい

るのであろう。もし‘それがなければアンビバレントになってし

まい．戒接このようにはl‘１分の気持ちを出すことはできない‘，

しつけをめぐる母親の不安

ｕ記の鎧後に記述されたしつけをめぐる母親の不安は‘子ども

が甘えるようになったことの喜びとともに，「11』え｣が助長される

ことによってもたらされる，川間の目に対するﾉー 『惑いが強く感じ

られる。畑UllIIlに起こった()ﾘjの忽激な変化によって川てきたIリ

親の不安ということができるが，その後，Ｏﾘjの''1己主吸はます

ます強まり．確かなものとなっていったが．Ｏ男のわがままの助

長という結果をもたらしていないことは強潤しておく必要があろ

う。以下の11記は．その２巡ilII後の内容である。

③母親の日記より

夜，入'11Ｗ，（)ﾘjよりも私のほうが早く眠くなってきてし

まい，ウトウトしていると，しっか})伽1で私の顔を砿組し

て｢ママ！」と起こします。そして，お気に入りの絵本を私の

顔の前に持ってきます。「もうねんねしよう｣と肴うと．怒っ

て泣き始めるので，「わかったよ。１回読もうね｣と両って．

誰み終わ患と，また嬰求するので，「もうねんね，ねんね，

ごめんね｣と河うと，泣いて叫びます。よしよししながら頭

を撫でていふと．私に身体と顔をくっつけながら落ち蒲いて

そのまま堰てしまいます。（)ﾘjの要求や気分の変化がわかり

やすくなってきました。

子どもの不快な気分を穏やかにしてくれる母親
の役割

子どもの要求をできるだけ叶えてやることは大切であるが，い

つもそれが可能ではない｡相手をすゐ側も生身の人間であゐので‘

それには肌庇がある。そのことを｣'･どもにわかってもらうことも

必要である。しかし‘子どものほうは欲求を我慢することによっ

て不快な梢動が高まる。それをいかにして穏やかなものにしてい

くか，このことが子どもlFI身の我慢する力を育てるためには不可

欠である。ここで母親が子どもをなだめてあやしているのはとて

も大切なことである。子どもの不快な気持ちを穏やかにしてゆく

御{Ｉ，これは自己調繁的他者self,．cRulatoryothcrといわれて

いあもので，このことの秋み砿ねによって‘しだいに子どもI:l身

のなかに自分の気持ちを自分l‘l身でおさめる〃がついてくゐ。こ

こに不快な情動が６母親に守られながら快なものへと変わってゆ

く体験の並要性がある。こうした力がつくことは．生涯にわたっ

てとても爪饗な意味をもつ。人llIjのこころの働きは‘その多くが

悩勤を韮盤にしているゆえ．梢勤の機能が不安定であったり.機

能不全状態に陥れば記憶や思考といった重要なこころの働きに

も支障が川てくる。その端的な例が),Li祢抑Iにみられる多倣な11Ｗ

ｲｌｌｌﾙﾘ肌現象でああ。一兇ｲｌｌＪの変|'『もないような母子のかかわＩ)の

なかに，子どものこころの育ちをめぐる，きわめて虹嬰な役捌が

あることをわれわれは忘れてはならない同

その後

Ｏ男の自己宅張はますます砿かなものになっていくとともに‘

父帆のうつ捕改醤とｲ11まって，親子３人で‘-･緒に生柄す為時llIlが

｣Wえていった。そのなかでＯﾘjに冊るぎない安心感が1rfまれて

いった。すると，両親以外の大人たちとの交流も自然な形で生ま

れるようになり.だれからもかわいがられるまでになっていった。

わずか７カ月の期間でこのように兄述えるまでの変化を見せたの

は，縦背にとっても大変な聴きであった。わずか２f''１３１１の人院

であったが，それは母子間の緋を確実にするうえで非常に大きな

役WIIを果たしていたのだと術感している。
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